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ノ4bstract
The　Body　and　Language　in　European　Literature
　　　　　　　　　The　Sexuality　of　Laurence　Sterne
Masaki　KONDO
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曳
　　　Harold　Bloom　proposed　to　look　upon　the　history　of　literature　as　a　series　of　Baroque．　Sterne’s
straying，　spiral　style　is　a　milestone　in　it　after　Renaissance．　Tristram’s　narration　is　a　stream　of　animal
spirit，　which　is　destined　to　suspend，　go　astray　and　be　turned　back．　As　the　result　time　becomes　freely
extended　and　diminished，　idea　fancifu1，　action　impotent，　based　on　the　embers　of　unceasing　sexuality
and　laughter　and　the　pleasure　of　hobbyhorse　driven　by　a　burning　passion　fed　by　them．
　　　Deleuze　says　in　his　argument　on　Le　Pli，‘‘L’ame　dans　le　Baroque　a　avec　le　corps　un　rapport　com－
plexe：toujours　ins6parable　du　corps，　elle　trouve　en　celui－ci　une　animalit6　qui　i’6tourdit，　qui　1’empetre
dans　les　replis　de　la　mati｛…re，　mais　aussi　une　humanit60rganique　ou　c6r6brale（le　degr6　de　d6veloPPe－
ment）qui　lui　permet　de　s’61ever，　et　la　fera　monter　sur　de　tout　autres　plis。”
　　　The　in且exioll　and　re且ection　of　eyes　which　is　seen　at　the　scene　of　Yorick　dying　on　his　bed　and　Eu－
genius　watching　him　is　a　sort　of　stream　of　baroque　eyes，　in　which　the　internal　work　of　mind　is　lost　in　a
silent　darklless，　while　words　are　spiralling　even　after　the　mind　is　lost　and　the　sense　of　alienation　of
their　design　form　their　content　invokes　the　laughter　of　imagintion．
　　　Jean　Rousset　says，“Moving　water　takes　us　to　the　heart　of　Baroque．　Baroque　catches　water　run－
ning　away　and　catches　it　again　in　throwing　it　back．”Sterne’s　allegorical　analysis　of　water　pressing
‘‘≠№≠奄獅唐煤@the且ood－gates　of　the　brai11”indicates　the　distance　from　the　reason　of　Renaissance　to　the　illu－
sion　of　Baroque．　Sterne　has　no　rapid　stream　of　language　like　a　synthetic　river　Joyce　composed　of　all
rivers　in　the　world，　but　the　plot　of　his　narration　slowly　winds　in　wrinkles　over　the　plain　and　streams
down　the　body　of　the　characters，　Sterne’s　baroque　wrinkles　are　relieved　from　the　ordered　procession
on　numbered　pages　and　unfolded　on　a　crushed　nose，　thin　chest，　impotellt　sex　and　disabled　leg。
　　　The　mind　of　readers　and　the　spirit　of　reading　can　far　more　directly　reach　characters’body　and
sentiment　lit　by　the　physiological　operation　through　their　clothes　than　through　the　costume　Of　the
three　sons　in　Swift’s、4　Tale　of　a　Tab．　The　pains　and　defects　of　a　body　are　relieved　from　the　symbolic
signi五cations　of　myth　and　romance　and　come　to　be　used　as　the　symbols　of　the　personal　nature　of
characters　themselves　in　novels．　They　are　not　the　human　condition　by　fate　or　romance　but　the　condi－
tion　of　literature　arbitrarily　given　by　the　author．　Different　from　Cervantes，　insanity　is　not　the　result　of
magic　but　is　introduced　into　an　allegory　as　the　incurable　mental　disease．
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西洋文学における身体と言語
ロレンス・スターンのセクシュアリティ
近　藤　正　毅
1
　ハロルド・ブルームは文学史を一連のバロックと観ることを提案したが1，スウィフトの理性と風
刺精神の高揚前進文体のあと，スターンの逸脱渦巻文体はまさにルネサンス以後のバロック小説の要
諦であろう。『トリストラム・シャンディ』の冒頭から話者は父から子へと伝えられる動物精気につ
いて語り，その運動と活動で人間の分別・無分別，成功・失敗も決まるといっている（1，1）。語り手
はトリストラムだが，自分が懐胎する直前の精子，つまり自分の前身といいうるHOMUNCULus
（1，2）の話から始めるので，そこの主人公はまだなにも知らない，なにも見えない精子のようであ
る。しかもそれは父親の動物精気によって護られるべきもので，その精子は父親のものなのか，それ
とも私なのか，そこは私の遡求的意識の及ぶ限界で，いまだ境は漠たるものだが，すでに「もろもろ
の権利で守られ区切られた存在」（1，2）である。すでに生まれているトリストラム＝私は母親の子宮
に到達する寸前の父親の動物精気＝精液に運ばれている精子に思いを至している。
　ドゥルーズは織について論じながら，「バロックの魂は物体と複雑な関係をもっている。それは物
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アニマリテ体とは分ちがたく，物体の中にそれを失心させ，それを素材の襲にからめとる動物性を見出すが，ま
た一方でそれを高め，まったく別の雛へと上らせる有機的あるいは頭脳的（発展段階によって）
ユ　マ　ニ　テ
人間性も見出すのである2」といっている。
　トリストラムの父親の動物精気は1718年3月の第1、日曜と月曜の間のここ一番というときに母親
が柱時計の螺巻きを父親に思い出させたばかりに集中力を殺がれて疲弊し，トリストラムの脳を初め
とし，心身の形成に重大な支障をきたすことになった。それがこの作品の誕生と進行の枠組である。
トリストラムの語りは動物精気の流れで，それはいたるところで中断し，飛び散り，脱線する運命に
あり，その結果時間は伸縮自在となり，思念は気まぐれで，行動は不能になるが，それを底で支える
のはふつふつとして絶えることのない性と笑いの懊火であり，それを糧として燃え上る情熱に駆り立
てられるHobbyhorseの遊びである。
　スターソはセルヴァンテスを尊敬し，犬いに学んでいるが，その天衣無縫の文体よりも，哀感と差
恥と無力感のゆるやかな描出のときに絶妙な精気を発揮する。それはドン・キホーテも自信が揺らい
だときに人間味のある現実感が生まれてくるのに通じている。トリストラムの出産の世話をする産婆
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のことから，それを自分の教区でただ一人養成した牧師ヨーリックの話に逸れていき，友人ユージー
ニアスの忠告にもかかわらず，彼の単刀直入の機知，ユーモア，愚弄，からかいがついに彼の司教へ
の昇進を挫折させたばかりでなく，彼の止めを刺すことにも至るくだりは，早くもスターンの文体と
方法の真髄を露わにしている。
　Then，　alas！my　friend，　said　y∂沈々，　let　me　tell　you，　that’tis　so　bruised　and　mis－shapened　with
the　blows　which＊＊＊＊＊and＊＊＊＊＊，　and　some　others　have　so　unhandsomely　given　me，　in　the　dark，
that　1　might　say　with　Sαncho　Panρa，　that　should　I　recover，　and“Mitres　thereupon　be　suffered　to
rain　dowrl　from　heaven　as　thick　as　hail，　not　one　of　them　would　fit　it．”一】如7∫oた苫last　breath　was
hanging　llpon　his　trembling　lips　ready　to　depart　as　he　uttered　this：－yet　still　it　was　uttered　with
something　of　a　Cervanticle　tone；－and　as　he　spoke　it，　Eugenius　could　perceive　a　stream　of　lam－
bent五re　lighted　up　for　a　moment　in　his　eyes；－faint　picture　of　those且ashes　of　his　spirit，　which
（as　Shafeespeare　said　of　his　ancestor）were　wollt　to　set　the　table　in　a　roar！
　Eugenius　was　convinced　from　this，　that　the　heart　of　his　friend　was　broke：he　squeezed　his
hand，－and　then　walked　softly　out　of　the　room，曽eeping　as　he　walked．　y∂ア娩followed　Eu－
genius　with　his　eyes　to　the　door，－he　then　closed　them，－and　never　opened　them　more（1，12）．
今わのきわでヨーリックは左手でなんとかナイトキャップをぬぎ，ユージーニアスに頭を見てくれ
とたのむ。ユージーニアスがどこも悪いところはないと答えると，ヨーリックは暗闇でなぐられてひ
どい怪我をして歪んでしまったとサンチョ・パンサのつぎの言い方をまねる。
　que　aunque　110viese　Dios　reinos　sobre　la　tierra，　ninguno　asentaria　bien　sobre　la　cabeza　de　Mari
Guti6rrez3．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L，（たとい神さまが雨みてえに王国を地面に降らしてくださったところが，マリ・グティエレス［サ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　はまンチョ・パンサの妻コの頭にゃ一つだって適りっこねえと4）
　ヨーリックは最期の息を絞って雄々しくセルヴァンテス風に喋った。その震える息の根と，優しい
目に一瞬点ったゆらめく生命の火が長い条を引くのを読者は眺める。『 ｱの要所へきての突然の意図的
な時間の延引は，のちのプルーストの記憶意識の溶明や，フォークナーの映像的な視覚の粘りとも異
なり，作中人物の劇的な心理の動きの精妙な観察と推理で，それはあたかも劇のクライマックスにお
ける舞台上の役者の微妙な演技に目を凝らす趣きがある。無言の時間がゆっくりと流れ，内面のドラ
マが言葉の裏で静かに進行する。ヨーリックが最期の言葉を「発した」という動詞はその余韻の息遣
いも含めて4度繰り返され，その間に時間はセルヴァンテスまで戻って遅延し，吟味される。そう
してユージーニアスはヨーリックの目に一瞬火が点るのを認めるが，それはあらためて彼の精気の閃
めきをかすかに映す像（picture）であると距離をおいて眺める。『ハムレット』では道化が墓場で，
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トリストラムがこの牧師ヨーリックの先祖であるという，道化師ヨーリックの燭饅を拾い上げたと
き，ハムレットはAlas，　poor　Yorick！といい，　Where　be（…）your　flashes　of　merriment，　that　were
wont　to　set　the　table　on　a　roar（Act　V，　Sc　1，　208－11）？というから，死の床にあるヨーリックの頭はは
や墓場の頭蓋骨になっていることになる。ヨーリックの最期の息にしてからが，y∂γ∫o薦last　breath
was　hanging　upon　his　trembling　lipsと書くとき，ハムレットがそれを見てぞっとして吐き気を覚え
る唇のない口，Here　hung　those　lips（Act　V，　Sc　I，207）がすでに重なって見えている。トリストラム
はヨーリックの臨終の場面を神妙に語っているが，ヨーリックに代ってここは大いにトリストラムが
笑わせる場面でもある。このfaint　pictureはプルーストのr失われた時を求めて』の話者が裸体の
アルベルチーヌを抱こうとする瞬間，その姿の印象を絵画や彫刻の図像にすり替えてしまうのとは違
って，見えない精神の閃めきの映像である。この内面を静かに推察するスターンの手付きは描画のタ
ッチというよりも内科医の触診のようで，秘められた身体の生理を暗示させるところには含み笑いの
セクシュアリティがある。この穏やかな推移は意識の流れではなく，視線の流れである。がその視線
はフローベールのように表面に留るのではなく，相手の身体の内部も精神も透かし見ようとし，あげ
くの果ては相手に見返されるが，自分はそれを見ていず，したがって一瞬視点は相手側に移り，扉を
出ていく自分の姿は見えなくなり，相手も目を閉じて，視点は永久に失われる。言葉も失われるしか
ない。ハムレットの言葉，Alas，　poor　YORICK！だけが墓石に刻まれて残る。そこに挿入された，言
葉のない一枚の黒い厚板石のページ（1，12）はトリストラム自身の運命を表象しているように思え
る。やがて頭が傾いて生まれてくるトリストラムは道化の人生を送り，人に笑いをもたらしながら自
分も唇のないヨーリックの燭瞳となり，哀れ悲しい名前Tristramを残して埋葬され，そのまなざし
はもっぱら通行人＝観客＝読者のそれとなる。
　第1巻からトリストラムの本筋以前のヨーリックの話が導入され，しかも臨終の場面まで入念に
描かれているのは，やはり牧師である作者スターンとこの作品の主人公トリストラムの生涯の終焉の
図を最初に掲げたのである。事実スターンのロソドン社交会での成功以後，批評家・読者の間ではヨ
ーリックとトリストラム・シャンディとロレンス・スターン三者の区別がつかなくなった5。
　上の引用に見られる視線の屈折と折り返しはまさにバロック的視線の流れというもので，内面の精
神の働きは沈黙の闇の中に見失われて，消滅した後にも言葉は渦巻いており，取り残された言葉の紋
様とその表現する内容との疎隔感が想像力の笑いを喚び起こす。
　ドゥルーズは「モナドは書物であると同時に読書室である。見えるものと読めるもの，外部と内
部，ファサードと部屋，それはしかし二っの世界ではない。なぜなら見えるものにはその読書があり
（マラルメの日記のように），また読めるものにはその劇場（マラルメと同じくライプニッツの読書の
劇場）がある。見えるものと読めるものの組み合せがバロックの標章あるいは大事な寓意を構成して
いる。われわれはつねに新しい型の対応あるいは相互表現，「間表現」，搬から織へと送り返される6」
と述べている。
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　スターンはものを書くことは会話の別名で，すべてを語ろうとする人はいなく，話は半分にして読
者と作者の間で想像力を分ち合い，忙しく働かせておくのだといっている（2，11）。スターγの作品
が随所で脱線・中断して推理小説の趣きを呈し，読者の興味を掻き立て引きずっていくのが意図され
たものであることがわかる。
　ウィリアム王治下のイギリス・オランダ連合軍によるナミュール包囲戦で鼠険部に傷を負った叔父
トウビーの存在は，この作品のもっとも感受性細やかな部分を占めるだけでなく，主人公トリストラ
ムの人間性，とくに築城術の文章の伏字の手法のアナロジーて「掩蔽」された秘めやかな官能性を表
現している。
　叔父トウビーの女のようなつつましさは，ナミュールの包囲攻撃の際に角墾の胸壁に砲弾が命中し
て飛んできた石の破片が彼の鼠蹟部に打撃を与え，それがもとで不能になったことに起因している。
義理の姉，つまりトリストラムの母親以外の女性とは口をきいたこともないという叔父トウビーは女
の身体の表と裏の区別もつかない男である。この侮辱にも耐える穏やかな性質の叔父トウビー一一が，ト
リストラムが十歳のとき，鼻にまとわりついた一匹の蝿をつかまえ，「おまえの頭の毛一本たりと傷
めはしないそ」といいながら窓から逃がしてやるということがあった。それを見ていたトリストラム
の全身に起こった反応はただならぬ官能的な快感と見える。
　but　whether　it　was，　that　the　action　itself　was　more　in　Unison　to　my　nerves　at　that　age　of　pity，
which　instantly　set　my　whole　frame　into　one　vibration　of　most　pleasurable　sensation；－or　how　far
the　manner　and　expression　of　it　might　go　towards　it；－or　in　what　degree，　or　by　what　secret　ma－
gickra　tone　of　voice　and　harmony　of　movement，　attuned　by　mercy，　might且nd　a　passage　to　my
heart，　I　know　not（2，12）；
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E
　ここで言及されている叔父トウビーのactionとmovementはrising　from　his　chair，　and　going
across　the　room，　with　the　fly　in　his　handと，　lifting　up　the　sash，　and　opening　his　hand　as　he　spoke，　to
let　it　escape　．としか描かれていないが，そのゆったりとした動作がトリストラムの神経か全身かに触
れたかして，instantly　set　my　whole　frame　into　one　vibration　of　most　pleasurable　sensationというの
は，十歳の男子の経験というよりも，二人の男の間の性的親和力を暗示させるスターンの文学的意図
と見ないわけにはいかない。そしてここにもスターソが蝿にかこつけて，「頭」の安全にいかに気を
配っているかの一例がある。
　この叔父トウビーの恋物語，といっても最初はウォドマン未亡人の片思いにすぎないのだが，それ
を第8巻で語るにあたって，「私」はキャベッを植えるように直線で話を進めることなどできるもの
ではないと断りながら，創作論を述べる。「私はまず最初の一文を書き一次の文は神の思し召しに
6
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お委せする」（8，2）。そして，「私が椅子から半ば身を乗り出し，どれほど自信満々で，椅子の肱をつ
かみ　　アイデアがときにはまだ半分も私に届かないうちからつかみ取るところをお見せしたいもの
だ」（8，2）という。このスタL－mンの軽やかな身のこなしは，そのあと唐突に，勢いよくリズミカルに
流れ入る水についてのやりとりに引き継がれる。本筋とは無縁のこの水についての省察は，ここでま
たとっじょ口を挟むヨーリックとユージーニアス両人に肯定されていることからも，スターンの中に
流れる水であると推察される。ジャン・ルーセは「動く水がわれわれをバロックの核心にまで連れて
ゆく7」という。「バロックは水を逃亡のうちにとらえ，それを投げ返してはまたとらえる。噴出と落
下をひきおこすバロヅクは，水を雨，扇，鳩の飛翔，羽毛状の泡，風に舞う雪片，よじれるシーッ，
風をはらんだ帆，光りの雲にかわるがわる変化させる。バロックは好きなものすべてに，すなわち曲
りくねった水盤，ごつごつした岩，貝殻，しっぽが絡み合った海神トリトソ，線のよじれた人体に水
をまぜあわせる8」。
　ローマのナヴォーナ広場のベルニーこの泉を思い浮べながらルーセの比喩的な水の表現を読むと，
水についてのスターンの寓意的な分析がルネサンスの理知とバロックの幻想との距離を表わしている
ことがわかる。
　一Impetuous且uid！the　moment　thou　pressest　against　the且ood－gates　of　the　brain－see　how
they　give　way！－
　In　swims　CuRIoslTY，　beckoning　to　her　damsels　to　follow－they　dive　into　the　centre　of　the　cur－
rent－
　FANcY　sits　musing　upon　the　bank，　and　with　her　eyes　following　the　stream，　turns　straws　and　bul－
rushes　into　masts　and　bowsprits－And　DEslRE，　with　vest　held　up　to　the　knee　in　one　hand，
snatches　at　them，　as　they　swim　by　her　with　the　other－
　Oye　water－drinkers！is　it　then　by　this　delusive　fountain，　that　ye　have　so　often　governed　and
turn’d　this　world　about　like　a　mill－wheel－grinding　the　faces　of　the　impotent－bepowdering
their　ribs－bepeppering　their　noses，　and　changing　sometimes　even　the　very　frame　and　face　of　na－
ture－
　If　1　was　you，　quoth　Yoricle，　I　would　drink　more　water，　E％g飢伽s－And，　if　I　was　you，】そoricle，　re－
plied　Eugenius，　so　would　I（8，5）．
　酒を断って水を飲む人も織り屋，庭師，剣闘士，足萎え男と同じく優しいニンフがひそかに心を焦
がすものだという話から，それがものの道理や自然の掘理に合わなくて，人間の理性の弱さ愚かさを
示しているといったあと，にわかに水は文体とともに奔流となって，「好奇心」「空想」「情欲」の精
が泳ぎ，鋸り，衣の裾をまくる。それはスターンの基調をなす泥水のゆるやかな流れとは異質の激し
い躍動で，それが脳の堰を切って想像力と欲望を解き放つ。衝動の水門が下腹ではなく脳にあり，そ
の人を惑わす泉によって水を飲む人は世界を水車のごとく廻し，無能者の顔を曝き，その肋骨に粉を
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まぶし，その鼻に胡椒をかけ，ときには自然の造作も変えてしまうという。こういう水はスターソも
叔父トウビーも飲む人ではない。実際ヨーリックもユージーニアスもできたらもっと水を飲みたいと
口を挟んでいる。のちのジョイスのように，世界の川の水を集めた奔流のような言葉の勢いをスター
ンはもっていなかった。それゆえに彼の語りの筋道は鐡寄りながら平地をゆっくり蛇行し，作中人物
の身体をもゆるやかに流れていく。スターンのバロックの綴はページに折り畳まれた秩序から解き放
たれて，潰れた鼻，痩せた胸，不能の性器，萎えた脚の上に伸ばされていく。
　たとえばそのあと叔父トウビーとウォドマン未亡人の色恋話を語るまえに，トリストラムは人間も
蠣燭と同じで頭からでも尻からでも火をつけることができるといったあとで，自分は焼かれるときは
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ケ　　ッ　　ト　　　 　　　 　ソ天辺から火をつけてもらいたいと考える。「そうすれば品よく蝋燭立てのところまで燃えていくだろ
う。つまり頭から心臓，心臓から肝臓，肝臓から腸，そうやって腸間脈の静脈動脈から，さらに腸や
その薄い被膜の曲りくねりをたどって盲腸に至り」（8，15）と，文字どおり水ならぬ火が身体に搬寄
っていき，下腹部（ソケット）に連なる。理知に始まり情念に至る順序は，ルネサンスからバロック
への移行のみならず，この小説の順序と構造でもある。
　　　　　　　　ホビ－ホ－ス　叔父トウビーの道楽は庭にダンケルクの城の模型を築き，トリム伍長とともに昔闘った包囲戦を
再現することであったが，庭先の哨兵詰所に貼った地図を舞台に，隣に住むウォドマン未亡人は指と
脚で叔父トウビーに恋の戦いを仕掛け，つまり蝋燭の上下両端に火をつけ，彼の身体の中心部に混乱
をもたらした。さらにトリムの昔の恋物語を隣の木立で盗み聞くに及んで戦術を高め，叔父トウビー
に左眼のごみを取ってくれと迫ってきた。彼は眼をこすり，眼力を傾け，懸命に見るが塵ひとつ見つ
からず，右眼同様澄み輝いている。There　is　nothing，　my　dear　paternal　uncle！but　one　lambent
delicious　fire，　furtively　shooting　out　from　every　part　of　it，　in　all　directions，　into　thine（8，24）一
　語り手の「私」に超越的存在の作者が入れ替り，叔父トウビーよりも冷静に，深く，ウォドマン夫
人の左眼を観察する。それは水ではなく光の泉である。叔父トウビーは水を飲む人ではなかったの
で，彼がウォドマン夫人の拡大された眼の泉に見たものは澄み切った光であり，その隅ずみから甘美
な火がゆらめいている。このlambent　fireこそ，死の床に横たわるヨーリックの眼にユージーニアス
が見た最期にゆらめく生命の火であった。それはトリストラムが自分のものとしたいと憧れた機智の
閃めきであり，今ここではまたもトリストラムが性的な親和感を抱くともいえる叔父トウビーが，未
知の生の炎を恋人ウォドマン夫人の眼に看取している。それはあと一瞬覗けば身を滅ぼすような力を
もっている。　　　　　　　　　　　　　　』
　ところがここでも恋のまなさしはたちまち道楽の戦争ごっこの比喩の洗礼を受ける。
An　eye　is　for　all　the　world　exactly　Iike　a　cannon，　in　this　respect；That　it　is　not　so　much　the　eye　or
the　canllon，　in　themselves，　as　it　is　the　carriage　of　the　eye・一一and　the　carriage　of　the　cannon，　by
which　both　the　one　and　the　other　are　enabled　to　do　so　much　execution．　I　don’t　think　the　compari－
son　a　bad　one（8，25）；
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　眼も野砲もあれほどの威力を発揮できるのは眼や野砲そのものというより眼のこなしと砲架のせい
だという。それは眼が語りかける胸のうちで，その眼の言葉をスターソはつぎのように書いている。
一it　was　not，　Madam，　a　rolling　eye－a　romping　or　a　wanton　one－nor　was　it　an　eye　sparkling－
petulant　or　imperious－of　high　claims　and　terrifying　exactions，　which　would　have　cllrdled　at　once
that　milk　of　human　nature，　of　which　my　uncle　Toby　was　made　up－but’twas　an　eye　full　of　gentle
salutations－and　soft　responses－－speaking－not　like　the　trumpet　stop　of　some　ill－made　organ，
in　which　many　an　eye　1　talk　to，　holds　coarse　converse－but　whispering　soft－like　the　last　low　ac－
cellt　of　an　expiring　saint－‘‘且ow　can　you　live　comfortless，　captain　Shandy，　and　alone，　without　a
bosom　to　lean　your　head　on－or　trust　your　cares　to？”
　It　was　an　eye－
　But　I　shall　be　in　love　with　it　myself，　if　I　say　another　word　abollt　it．
　－It　did　my　uncle　Toby　’s　business（8，25）．
　前半のrolling，　romping，　wanton，　sparkling，　petulant，　imperiousはバロックの渦巻装飾を眼の運動
と表情に転換したような表現で，それはまえに見た水車が廻転させる水の運動に対応している。それ
と対比させられた叔父トウビーの人間性をミルクと構したのはいかにも象徴的である。その色合と肌
理とゆるやかな伸び，それは水流のやかましさとは対照的にまろやかである。そのあとで眼の色をこ
んどは声に喩えて，できの悪いオルガソのリード音栓のように下品に喋る眼ではなく，優しい挨拶，
入寂する聖者の最期の低い口調のようにそっと囁く眼であったという。それは甘い愛の囁きなのに説
教のように静かに響く。そしてここにも牧師ヨーリックの臨終の表象が重なっているのは奇蹟のよう
な計算である。トリストラム自身，その眼についてもう一言いおうものなら自分がその眼に恋してし
まうだろうといい，叔父トウビーはそれにいかれてしまったという。ユージーニアスのみならずスタ
ーソがヨーリックの眼に魅入られたように，叔父トウビーだけでなくトリストラムもこの聖なる眼に
いかれかけている。これらの人物の間に流れる聖水ならぬ愛のミルクは性を超えた人間性の親和力で
あって，それはスターンの文体にバロックの激しさを超えて，内に炎を秘めた安らぎの言葉の流れを
与えている。
3
　rドン・キホーテ』がフィクショソについての最初の小説であれば，『トリストラム・シャソディ』
はエクリチュールについての最初の小説である。両者が近代小説の元祖といわれるゆえんである。後
者が頭の小説であるといわれるのもまたそのためである。
　第2巻第2章で，トリストラムはロックの『人間悟性論』に言及して，It　is　a　history。と定義する。
それも人間の頭の中に起こることの記録書（ahistory－book）であるという。トリストラムは自分の
9
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書いている本をそれになぞらえているのである。したがって自分の生涯と意見を書く筆がいよいよ自
分の頭の誕生の失敗を記述する段に及ぶと，自分の生まれてくる頭よりも先廻りして書いているトリ
ストラムの心は憂欝に蔽われていく。自分の頭よりもまず父の頭に暗雲が垂れ込め，嵐の予兆に脅か
tされる。ところが私が語り，書くにつれて私の神経はリラックスし，脈は落ち着き，日常茶飯事をい
ったり書いたりするときのぞんざいさがなくなって，ペンをインクに浸す仕種にも粛粛として憂いを
帯びた慎重な態度が現われている。別の気分のときには乱暴にペンをインクに突っ込んで辺りにイソ
クをはね飛ばすのとは大違いである（3，28）。トリストラムのこういう深刻な部分の執筆時の自己観
察は，その場面のクロースアップでスローモーションのスーパーリアリスティックな描写に対応して
おり，そのときのトリストラム，そして作者スターンの冷静沈着な，かつ官能的ともいえる創作の悦
楽と延引した時間を読者に映像化して見せるものである。
　章を改め（3，29），トリストラムはまずこういう，「男も女も苦痛や悲しみを（そして私の知るかぎ
りでは快楽もだが）こらえるのには水平の姿勢が一番だ」。この機智あふれる評言はスターソの創作
法にもあてはまる。スターンの語りというよりも「会話」（2，11）の展開は自分で第6巻第40章に図
示した，砂地に棒で引いた線のように水平に進行する。全体として襲はたくさんあるが，その一枚一
枚の折れ目は影になることもなく平面に伸びていく9。
　医師スロップが鉗子の使い方を間違えて，トリストラムの鼻がつぶれてパソケーキのように平にな
ってしまったとトリム伍長に告げられたときの父親シャンディの悲嘆の極みの様子は，もうひとつの
パンケーキのようにペシャンコで，その映像的な描写とともにベッドの上で平面になっている。
一The　pal血of　his　right　hand，　as　he　fell　upon　the　bed，　receiving　his　forehead，　and　covering　the
greatest　part　of　both　his　eyes，　gently　sunk　down　with　his　head（his　elbow　giving　way　backwards）
till　his　no．se　touch’d　the　quilt；－his　left　arm　hung　insensible　over　the　side　of　the　bed，　his　knuckles
reclining　upon　the　handle　of　the　chamber－pot，　which　peep’d　out　beyond　the　valance－his　right　leg
（his　left　being　drawn　up　towards　his　body）hllng　half　over　the　side　of　the　bed，　the　edge　of　it　press－
ing　upon　his　shin－bone－He　felt　it　not．　A且x’d，　in且exible　sorrow　took　possession　of　every　line　of
his　face．－He　sigh’d　once－heaved　his　breast　often－but　uttered　not　a　word（3，29）．
　The　palmはas　he　fel1，　receiving，　coveringをまたいで文字どおりgently　sunk　downで，　till　his
nose　touch’d　the　quiltまでずい分時間がかかっている。この文は掛蒲団ともども空気が入って，シャ
ソディ氏の動作は鳥がふわりと舞い降りるようである。1eft　am1もknucklesもthe　handle　of　cham－
ber－potと変らぬ無機物で，じっさいinsensibleである。　right　legもshin　boneもベッドのedgeと同
質である。ベッドの縁同様彼は感覚がない　　He　felt　it　not．悲哀も硬直して一A　fix’d，　inflexible
sorrow，顔の綴と変じているさまは彫像のようだ。じっさいいちど溜息をつき，胸をたびたび上下
させたが，言葉はひとことも発しなかった。水平になった彫像の一枚の絵である。プルtストのよう
に女の裸体が彫刻や絵のようだと書いているわけではない。言葉が無言の身体となって彫刻に変身し
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たのである。このようにスターンはロックにならって観念の連合を追求し，創作の方法を反省する
が，急所を押さえるときは，それが死であろうと誕生であろうと性的なものであろうと，声を潜め，
対象に眼を凝らし，その背後の語られぬ言葉を窺い，想像し，読者にも想像させる。彼は写実主義の
ように作家の意図を客観描写の振りをしてこっそり表現するのではなく，人間も家具や時計のように
叙述する。シャンディ氏はここで頭をやられたのである。
　スターソの小説は議論や経験の語り，知識や観念の連鎖によって構成され，情景描写は数少い。そ
れが行われるときは上に見たように異常な入念さ，細部への思い入れをもって時間をかける。ロック
は個々の可感的事物の感覚が，それらの事物について私たちがもつ観念の源泉であって，その感覚は
私たちの感覚器官がそれらの事物に触れてどんな知覚をもつかということで，その感覚が心へもたら
されて知性を生むと考えた10。スターンが作中人物にとって数少い“いまここ”の場面の視覚的描出
を，観念の直接の源泉として大事に扱っているゆえんである。
　シャンディ氏が死の手に押し倒されたかのごとく（4，12）ベッドにうつぶせになったあと，彼の空
想の中をかけ巡った鼻についての学識を全10編も語って次の巻の第2章で，彼の感覚はベッドの脇
に垂れている足の爪先と，しびんの柄にもたれていた左手の指の関節において蘇る。彼はエヘン！
と咳払いし，叔父トウビーはそこに慰めの言葉を接ぎ木したいところだがその才覚がないし，下手に
口を出そうものならことを一層悪化させかねない一might　make　a　bad　matter　worseii（4，12）ので，
松葉杖の腕木（cross：十字架，受難）におとなしく願を乗せてじっとしていた。
　Now　whether　the　compression　shortened　my　uncle　Toby　’s　face　into　a　more　pleasurable　oval－or
that　the　philanthropy　of　his　heart，　in　seeing　his　brother　begi皿ing　to　emerge　out　of　the　sea　of　his
af且ictions，　had　braced　up　his　muscles－so　that　the　compression　upon　his　chin　only　doubled　the
benignity　which　was　there　before，　is　not　hard　to　decide．－My　father，　in　turning　his　eyes　was
struck　with　such　a　gleam　of　sunshine　in　his　face，　as　melted　down　the　sulle’獅獅?唐刀@of　his　grief　in　a
moment（4，2）．
　叔父トウビーは願を腕木に押しつけられたか，兄シャンディが苦悩の海から脱出するのを見て持ち
前の博愛心から筋肉が締まったかで，顔が一層好もしい卵形になったという。これは理詰めの記述だ
が，叔父トウビーの顔にbenignityがあったと，いきなり仏の温顔が見守っているように心の深部の
顕現に言及する。私の父シャソディはその顔からきらきらと陽光が射すのを認めてはっと胸を打たれ
る。agleam　of　sunshine（4，2）は聖者の光輪のような神こうしい金色の輝きで・それが凡俗な叔父ト
ウビーの顔から発した，あるいは最大の苦悩の海に沈んで再び浮び上ったシャンディ氏の眼にはそう
映ったということは，この向かい合った二人の男の間に並なみならぬ親和力の交流が起こったことを
表わしている。
　鼠蹟部の負傷で不能になって独身を通した叔父トウビーと，立派な理学者であり道徳学者であり・
シャンディ家の家長であるが長男を病気で失い，次男はこれまた大事な鼻をつぶされて産まれるとい
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う不幸なシャンディ氏との向かい合いには，異性間の情愛を超えた魂の交流があって，しかしそこに
は同性の肉体の交感が基底にあることに気づかなくてはならない。しかもその交感が直接間接肉体の
機能の重要な欠落を条件に行なわれ，十字架上の犠牲（卵）と救済の太陽神のまなざしの間で，死の
床，棺からのシャンディ氏の復活劇として演出される。それが彼のエッヘンという咳払いを契機に行
なわれるところが世俗の人間喜劇であるゆえんである。
　シャンディ氏の長男ボビーが水腫のためロンドソで死んだという知らせが入ったときにトリム伍長
が悲嘆の中で演説する一Are　we　not　here　now，（……）and　are　we　not－（dropping　his　hat　upon　the
ground）gone！in　a　moment（5，7）！のhere　nowこそ20世紀のモダニズムの文学の代表といわれるジ
ョイスの標語となる文学の条件である。そのトリムが「あらゆる感覚の中で眼こそが（触覚では絶対
になく）魂ともっともすばやい交渉ができます一想像をさっとひとなでし，言葉では伝えることも
一取り消すこともできない，いうにいわれぬあるものを残すのです」（5，7）と話す。この視覚につ
いての考えはスターンがときにする集中した写実的な描写と，まなさしが見つめるものについての深
い思い入れに対して暗示的である。その上男同士の間での視線の交換は先に臨終のヨーリックとユー
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ジーニアスの間でも見たように，いうにいわれぬ魂の交流の瞬間を表わしているように見える。トウ
ビーが恋心を覚えたウォドマン夫人との間にはこのような視線の交換も魂の交通もなく，ありふれた
恋の科白の想像を挟むだけである。
　視覚こそいまここの空間を提示し，そこを突き抜ける魂は見えない時間の通路で，死は一瞬その通
過を垣間見せる。トリムはヨーリックのように自分の頭にはよらず，自分の帽子で死の運命を表現し
て見せた。「われわれはいまここにいて，一瞬後には，（帽子を垂直に床に落し一間をおいてから）
おさらばだ。（5，7）」
The　descent　of　the　hat　was　as　if　a　heaVy　lump　of　clay　had　been　kneeded　into　the　crown　of　it．－
Nothing　could　have　expressed　the　sentiment　of　mortality，　of　which　it　was　the　type　and　fore－run－
ner，　like　it，－his　hand　seemed　to　vanish　from　under　it，－it　fell　dead，－the　corporars　eye　fixed
upon　it，　as　upon　a　corpse，－and　Susannah　burst　into　a且ood　of　tears（5，7）．
　帽子はトリムの手を離れてそれだけで重い粘土のように床に落ち，伍長の眼はそれを死体のように
凝視した。帽子は一瞬魂の軌跡のように落ちて，そのあと魂は見えなくなり，人間の手が消えたあと
はただの物体となって残る。
　トリムのここでの小さな演技は劇のエッセソスを表わしている。「われわれはいまここにいて，一
瞬後にはおさらばだ」というありふれた科白が，帽子をぽたりと床に落とす演技によって具体的なド
ラマになり，帽子が床に垂直に落ちるという平凡な重力の現象が，同時に発せられる生と死の自明な
文句によって劇的表現となる。この作品ではこのような演技は数少ないが，そのたびにそれを貫通す
る魂を暗示する言葉によって，表象の裏面を一挙に現出させる象徴的な行動になっている。全篇が演
技と饒舌の奔流である『ドン・キホーテ』が現実と虚構の差異と交換が主題になっているのに対し，
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それに学びながらも，『トリストラム・シャソディ』が作家の創作現場の記録の形式であって，それ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ペ－ジは作家にとってのいまここであるが，スターンはその無数の現在の場を語りの糸でつないでいこうと
するが，その時間の糸は断えず途切れ，見えなくなる。そのゆるやかな鐵寄りの中にどのような魂が
通じて表現されているかが問題である。
4
　晩年喀血を繰り返し，体力が衰えたスターソは最後の第9巻を書くころは創作の進め方に一層反
省的になり，語り手の私にトリストラムが等身大の生身の人間になり，主人公＝作家の存在を読者に
身近に感じさせるようになる。ホメーロスのオデュッセウスが最終章で神話の英雄から現実の人間に
立ち返るのに似ている。
　叔父トウビーの恋愛話に戻るにあたって，書いている文章の肌理を吟味し，wisdomとfollyのバ
ラソスをとるために異質な材料をたっぷり入れなければこの本は1年ともつまいと考える。FANCY
は気まぐれ，WITは探して得られるものではなく，PLEAsANTRYは呼んで応じるというものではな
い。こうやって第15章まで創作談議を行なったあと，いよいよ叔父トウビーとトリム伍長とは連れ
だってウォドマン夫人の戸口に向かう。ところがトリムがドアをノックし，ウォドマン夫人とメイド
のブリジェットが固唾を呑んで待ち受ける中，第18，19章の2ページは空白のまま残される。第1巻
の終りにヨーリックの墓標を示す黒いページがあったが，この白いページはいわば小説の墓標であ
る。それはトウビーの恋愛の急所である。彼の鼠践部の傷跡の蔽いでもあり，彼がその負傷をしたナ
ミュールの戦場を示す地図を，やがてトリム伍長が屋根裏部屋からもってきて置く場所でもある。第
20章は6行の伏字のあと，「奥さん，その場所をお見せしましょう」というトウビーの言葉で始ま
る。ウォドマン夫人が顔を赫らめたあと，トリムに地図をとりに行かせ，トウビーは「その場所に指
を当てさせてあげましょう」ともう一度ウォドマソ夫人にいう。その白いページはペンではなく指を
当てる場所である。
　その期に及んでトリストラムは熱病に患ったせいか，彼が世間に提供する最高のご馳走と自認する
個所にかかると筆は難渋し，だれでも代って書き継いでくれる人がいれば大歓迎という心境になる。
80オンスの血を抜きとられたトリストラムは祈りを上げて霊感を呼び寄せようとする。それは「わ
が敬愛するセルヴァンテスの流麗なる筆にとまりし愛すべき気質の優しい霊（9，24）」で，その祈祷
支はスペインを旅するドン・キホーテの口調を想起させるが，はるかに穏やかにイタリアとフランス
の旅を語り，宿の女儀や娘たちから妹のようなキスを受けたことを思い出す。道中叔父トウビーの恋
がずっとトリストラムの頭について離れず，まるで自分の恋のような心地がしてくる。
一Iwas　in　the　most　perfect　state　of　bounty　and　good－wil1；and　felt　the　kindliest　harmony　vibrat－
ing　within　me，　with　every　oscillation　of　the　chaise　alike；so　that　whether　the　roads　were　rough　or
smooth，　it　made　no　difference；everything　I　saw　or　had　to　do　with，　touch’d　upon　some　secret
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spring　either　of　sentiment　or　rapture（9，24）．
　ここでは視線の交換による心情の交流ではなく，馬車の振動がもたらす私の内部のうっとりする震
えで，その結果道のでこぼこ平坦とは無関係に，見るもの聞くものすべてが私の情感や陶酔感の泉に
触れた。このようにスターンの文章には臨終やお産の場面から始まり恋のまなざしの交換から指の触
れ合いに至るまで，物理的あるいは解剖学的で合理的な叙述が各所にあり，その説明に支えられて想
像が身体の運動を介しながら生理に伝えられ，論理だけでなく身体に裏づけられた生なましい感情に
転換していくのである。そして転換していくのはセルヴァンテスにおける言葉＝ロマンス＝虚構が現
実に暴かれ，狂気が正気に戻り，虚構の生が現実の死に至るという正負の転回ではなく，死者と生
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アクション者，他者と私が相互に陥入しながら，両者を同質に貫く霊である。その霊はまなざしや行動や指に
よって具体的に交流し，この背後にある心を読み取らせようとする。それはしかし言葉で読み取るの
ではなく感性（sentiment）で読み取るのであり，その感性は身体の敏感な急所，要塞の掩蔽された
壕の中にある。それはシャンディ夫人の身体の表の場所，叔父トウビーの鼠蹟部，トリム伍長の膝，
フユータトーリアスの性器，ウォドマン夫人の指，そしてそれらの基底として出産時に歪められたト
リストラムの頭である。読者の心，読書の霊はスウィフトの『桶物語』の三人の息子の衣裳の寓意よ
りもはるかに直接作中人物の肉体へ，その生理的作用が点す情感へと，作中人物の衣服を透かして到
達することができる。身体の痛みや欠陥が神話やロマンスの象徴的な意味から解放されて，それ自体
で人間個人の本性を示す記号として小説で使われるようになった。それらは運命やロマソスの定めで
与えられたものではなく，作家によって恣意的に人間に与えられた文学の条件であって，したがって
人間一般に可能性のある普遍的なものである。セルヴァソテスとは違って，狂気が魔術の結果ではな
く，不治の精神病として寓話の中に導入される。
　トリストラムが馬車の振動にうっとりと身も心も委ねていると，聞いたこともない妙なる笛の音が
漂ってくる。哀れなマリアが副牧師の陰謀で結婚の夢を破られ気がふれて，小山羊をかたわらに土手
の上で夕べの祈りを笛でささげている。私は気がつくとマリアと山羊の間に坐っている。
　MARIA　look’d　wistfully　for　some　time　at　me，　and　then　at　her　goat－and　then　at　me－and　then
at　her　goat　again，　and　so　on，　alternately－
－Wel1，　M召晦，　said　I　softly－What　resemblance　do　you負nd（9，24）？
　気の尋れたマリアは私と山羊を動物霊で媒介している。これはガリヴァーが理性の言葉によって馬
人間と交流するのとは対照的である。叔父トウビーの恋を想像して馬車の上でつい自分もうっとりし
たトリストラムの，これは唯一の恋の語らいに似た場面である。それも，薄地の白い上衣を着，髪は
二房垂らしたほかは絹のネットに掻き上げ，片側にオリーヴの葉を刺した妖精のような美少女とでは
なく，その哀感あふれる笛の調べに誘なわれて，山羊と対になっている。それは叔父トウビーの優し
さと重なっている。この小説の作中人物たちはみな静かに痛みに耐えている人たちで，従順な山羊は
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その象徴となっている。それはファサードや噴水の彫像たちの乱舞に見える表のバロックではなく，
その裏側で穏やかに同質的に感性で看取されるのを待つ魂のバUックである。
　トリストラムはそのあとで人間は動物だと謙虚に確信していると読者に語り，「不幸」を前にして，
ラブレーの冗談は止めて「英智」の人になろうと誓う。言葉を話さぬ山羊と，言葉を失ったマリアの
笛の語りかけに，トリストラムは詩神の霊を感じ取ったようである。このような親和的沈黙に遭遇し
たとき，読者はその手前にもっとも濃密に作者スターンの顔を透視することができる。「ねえ，マリ
ア，わたしたちはどこか似ているかい」とトリストラムがそっといったとき，彼の，そしてスターン
の顔が山羊の顔に映っている。
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